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３ はじめの言葉 

 
 
４ 責任者不在と言い訳としての情報共有論            田原文夫 

多数決の論理という議会制民主主義の原理を否定するような論が横行している。一方、

事あることに「情報共有」論が出され、その意義と重要性が喧伝されているにもかかわら

ず、国会論争を前にして、与野党議員に国連の安全保障条項に関する情報共有がないのは、

どういう理由からだろうか。不可思議というほかはない。 

 

 

１０ 情報社会を考える その６１ 

     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

お粗末チャイナ演説 
 オウム真理教による地下鉄サリン事件の直後、誰が犯人ともわからず騒然としている最

中、オウム真理教の広報担当が、教団専属弁護士をともなって記者会見をした。内容は、

「オウム真理教は事件とは無関係である」というものだった。戯れ句に「屁は嗅ぎ出しが

もと」というのがあるが、それよりもさらにお粗末にも、犯人は果たしてオウム真理教だ

った。衆知のとおりである。訪米中の習近平中国国家主席は国連において演説。その中で、

「歴史は変えられないが、未来は変えられる。国連は先輩のおかげで設立された」と言い

放ち、しかも「中国は覇権を求めない」と加えた。国連は、アメリカ、イギリス、ソビエ

ト、中華民国（蒋介石政権）によって作られたものである。まさしく、これが何人も変え

られない過去の歴史事実である。 

 

 

１２ オープンガバメント OG 22 
情報社会をすすめる       その 56        水田 浩 

1990 年代に紙によるワークフローをデジタルにして、メインフレームと端末を使って

事務系、技術系で個別に行われるようになり、1995 年代にはインターネットが世界中で

使えるようになってきた。そして、個別に開発されたシステムをより早く、より安く、よ

り良くつかうために製品やシステムのライフサイクル全体の統合化を模索するようにな

っていた。そして、産業別、国別のシステムとデータを世界共通にしてより生産性の高い

ビジネスをするために、世界共通の情報基盤を作らなければならないという認識が世界中

で起こっていた。そこで、CALS の一つの製品、システム、サービスを全ライフサイクル

で、「情報は一度つくって、幾度も使う」という運動は世界規模で受け入れられた。一つ

の CALS という概念（言葉）で 1995 年から 2005 年に掛けて世界中が一つになって運動

を起こすようになった。 

10 
２０１５ No.733 

 



WebCR2015/10                                             WebComputerReport 

WebCR2015/10                                             WebComputerReport 
 

2 

１９ 連載 アーキテクチャ論 （54） 

ビジネスアーキテクチャモデリング手法の比較     山本修一郎 

         国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 

今回は、エンタープライズアーキテクチャフレームワークに基づいて、ビジネスモデリ

ングプロセスやモデリング手法について比較する。この過程で、ZachMann のエンタープ

ライズアーキテクチャフレームワークに基づいて、ビジネスモデリング手法を比較評価す

るための基準を提示する。エンタープライズアーキテクチャとビジネスモデルの記述言語

として、BPMN、DEMO、GQM+ストラテジー、BSC、i*フレームワーク、ArchiMate
を比較する。以下では、まず、この 6 手法について概説する。次いで、評価項目を示すこ

とにより、比較結果を説明する。 
 
２７ 連載 日本再生と人材育成 

人口減少／少子高齢化時代への挑戦 その９  Dr.ベスト 

 【緊急特別編 その２】「大刀洗飛行場（福岡県）の歴史と教訓」 

今年は第二次世界大戦（太平洋戦争）の終戦から 70 年に当たる節目の年である。赤

紙一枚で戦場に派遣され命を落とした軍人は約 200 万人、一般の人は約 100 万人、合

わせて約 300 万人もの人が犠牲になっている（当時の人口の約 3％）。その戦争の影響

は、中国やアジアを中心として、この戦禍で犠牲になった方々は 2000 万人以上とも

言われている。 欧米などを含む第二次世界大戦全体の犠牲者の総計は 5000 万〜8000
万人とされる（8500 万人とする統計もある）。当時の世界の人口の 2.5％以上が被害者

となった（含む飢饉や病気による死者）。人口減少/少子高齢化時代の今日において、

貴重な人材（特に若い世代）が二度と 70 年以前に経験したような悲惨で無意味な戦争

の惨禍に巻き込まれることのないようにしなければならない。 
 

３４ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第７１回 鬼怒川決壊でも活用されなかった ICT 
生かされなかった東日本大震災の教訓     根本忠明 

9 月 10 日の豪雨による鬼怒川決壊は、なぜ想定外の大惨事になってしまったのか。9 月

1 日の防災の日には、全国で防災訓練がなされていた。それにもかかわらず、被害を最小

に抑えられなかった。原因の一つは、東日本大震災の教訓（ICT の活用）が生かされてい

なかったことにある。中央官庁や自治体だけでなくマスコミも、3.11 震災の教訓を忘れて

いたのではないか。今回、ICT の活用という部分に焦点をあて、鬼怒川決壊での問題と今

後の課題について指摘することにしたい。 
 
３８ 続インテリジェンスへのいざない 69 

情報社会の基礎を崩す行為 責任逃れの言い訳         今井 武 

ドイツと言えば、日本がライバルと考えて然るべき「ものつくり大国」。ドイツ博物館

には、数多くの「世界初発明」がある。車の排ガス規制は、地球温暖化対策からも長年取

り組んできたテーマ。これに関連する分野で世界のフォルクスワーゲンの不正が明らかに

なった。 
 

４１ 連載 四字熟語力トレーニング            すぎやまチヒロ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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